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▲多種多様な実証実験が行われており、大変勉強になり
ました

▲企画に始まり、登壇依頼から受付や司会等の運営に
至るまですべて有志学生たちで行いました▲前列中央がふくだ議員。貴重な機会をいただきました
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2016年1月15日（金）、リーディング生7名が本プログラムの連携企業であるJXエネ

ルギー株式会社の本社を訪問し、杉森 務 社長、五十嵐 仁一 常務執行役員、吉見 章 中央技術研

究所副所長と懇談しました。代表学生3名による研究紹介と、各学生から杉森社長への質問の後、杉森社長

から激励を受けました。学生からは、

「ただ広い知識を持つだけでなく、“変化を追う目”を持つことが大切だという言葉があった。流動的な時代

や社会の流れを掴み、先を予測することが大切だというこの指摘は、まさに革新的な研究をするにはどうす

ればよいのか、“エネルギー・ネクスト”はどうすれば達成できるのか、という自分の持っていた疑問の答えで

あり、特に印象に残っている。」（LD4 加藤さん）

「大きな変化を迎え

ている石油業界におけ

る日本一の企業である

だけに、JXエネルギー

の今後の戦略には以前

から関心を持ってい

た。“将来的な石油の

国内需要は減少が見込

まれているが石油が重

要であることは変わら

ないため、より効率

的な安定供給を追求する一方で、

その収益を補填するために新たな分野や海外

への進出をする”限りある時間の中で伺うことができたの

は表面的な部分だけだったのかもしれないが、派手さはないが社会の

変化に合わせた極めて堅実な戦略だという印象を強く受けた。」（LD3 喜久里さん）

「簡潔明瞭であることの大切さを教えられた。自身の研究を専門外の方に伝えることがいか

に難しいかを実感しており、杉森社長も、その点がまさに研究者の課題であるとおっしゃった。また、杉

森社長ご自身による、業務提携や電力業界参入への考え方についてのお話が簡潔明瞭かつ的確だった。今後、

物事の本質をもっと理解できるように努めたい。」（LD2 瀧瀬さん）

などの感想が寄せられました。日本を代表する産業界のリーダーの方々との懇談は、学

生が将来のグローバルリーダーに向けたキャリアパスを考える一助となりました。

学 生 に よ る レ ポ ー ト は 本 プ ロ グ ラ ムWEBサ イ ト（http://www.leading-en.sci.

waseda.ac.jp/activity/?pid=1960&id=1）からもご覧いただけます。
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学生の活動

昨年度は北京大で開催したワー

クショップを、今年度は本学で開

催しました。北京大からは学生5

名、本プログラムからは各学年か

ら幅広くリーディング生7名が参

加し、口頭発表とポスターセッ

ションにより、お互いの研究に対

する理解を深めました。

リーディング生等40名余が衆

議院第一議員会館を訪問し、内閣

府大臣補佐官・水素エネルギー社

会実現委員会事務局長の、ふくだ

峰之議員との交流会を実施しまし

た。ふくだ議員によるご講演の

後、リーディング生4名が自身の

研究を紹介し、コメントとエール

を頂きました。また、ふくだ議員

には、政策から議員の人生経験に

わたる学生からの幅広い質問一つ

一つに、丁寧かつ明確にお答えい

ただきました。

カリキュラムの一環として、宮古市役所ご協力のもと、宮古島でのエネルギー関連施設現場演習

を行い、LD1 ～ 3年生15名が参加しました。再生可能エネルギー利用の現場や資源循環型の低炭

素社会システム形成に向けた取り組みについ

て、その実状や問題点について学びました。

本学の2つの博士課程教育リーディングプロ

グラム、リーディング理工学博士プログラムと

実体情報学博士プログラムの合同シンポジウム

を開催し、80名余が参加しました。プログラ

ムを志望する学部生に魅力を伝え、また両リー

ディング生が情報共有・交流するため学生が自

ら企画・運営したもので、両リーディング生に

よるプログラム紹介、3名の招待講演、具体的

なプロジェクト事例紹介、全33名のポスター

発表の後、懇親会にて更に交流を深めました。

北京大学とのジョイントワークショップ

ふくだ峰之衆議院議員表敬訪問・交流会

宮古島エネルギー関連施設現場演習

学生自主企画：第1回合同シンポジウム

2016年1月16日（土）　西早稲田キャンパス55号館N棟大会議室

2016年2月19日（金）　衆議院第一議員会館

2016年2月29日（月）－3月1日（火）　沖縄県宮古島

2016年3月5日（土）　西早稲田キャンパス63号館202教室

【訪問先一覧】
●エコパーク宮古　●メガソーラー実証研究設
備　●沖縄電力宮古第2発電所　●バイオエタ
ノール製造施設　●エコハウス　●来間島（再
エネ100％自活実証事業）　●製糖工場（バガ
ス発電と蒸気利用）　●地下ダム資料館（全島
EMS実証事業）　●多良川（メタン発酵装置）
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JXエネルギー社長との懇談会


